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令和６年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びを実現する音楽科授業の創造 
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３ 研究の概要 

 (1) 研究の内容 

   本研究のテーマは、昨年度に引き続き、音楽科の授業における「主体的・対話的で深い学び」を中

心に据え、その展開や実践方法の工夫について検討することを目的とした。本研究では、特に感じ取

ったイメージを基にした協働活動を充実させることを通じて、生徒が協働する喜びを感じられる音

楽科授業の実現を目指した。 

   研修では、音楽科における「主体的・対話的で深い学び」の具体的な形態を明らかにし、それを授

業設計や実践に反映することを主眼とし、協働活動を軸に、生徒同士の相互作用や自己表現の充実

を図り、学びの質を高める取組を行った。 

 

  ①第２回 実践発表「合唱コンクールの実施における各校の取組」（８月８日） 

各中学校における合唱コンクールの計画や運営に関する実践事例を持ち寄り、意見交換を行った。

さらに、講師の派遣、採点方法、合唱曲の選び方など、合唱コンクールをより効果的に実施するため

の具体的なアイデアや課題について話し合いを深めた。 

   〇主な議題と意見交換の内容 

・合唱コンクールの計画・運営について 

・講師の派遣や採点方法について 

・技術的な側面（声の響き、発音の明確さ）と表現的な側面（曲の解釈や感情表現）を分けて評

価する方法 

・観客アンケートを参考にする工夫 

・シンプルな評価基準に統一することで、審査員間のズレを減らす方法 

・合唱曲、指揮者・伴奏者、課題曲・自由曲の選定について 

今回の研修会を通じて、合唱コンクールをより良い形で運営するための多くの知見が得られた。

特に、生徒の主体性を尊重しながら音楽活動を展開することが、学びの質の向上や生徒間の協力関

係の強化につながることが再確認された。各校で得られた提案や工夫を持ち帰り、実践に活かして

いくことで、合唱コンクールのさらなる充実が期待される。 

 

  ②第３回 授業研究会（１２月１２日） 

題材名 平調「越天楽」―管絃― 作曲者不詳 （教育芸術社「中学生の音楽１」Ｐ５２～５５） 

授業者 教諭 村上 麻里（御船町立御船中学校） 

授業を見る視点を、①雅楽の音楽的特徴や歴史・文化的背景を学び、日本の伝統音楽への興味と

親しみを深めること、②楽器の音色や旋律を知覚し、それらが生み出す特質や雰囲気を考察する

ことで、音楽の美しさを自分の言葉で表現する力を養うこと、③ＩＣＴやグループ活動を活用し、

生徒が主体的に学習に取り組み、友達と意見を交換しながら学びを深める機会を提供すること、

の３点とし、授業研究会を行った。（授業研究会については、４ 実践事例で報告。） 

  



③第４回 実践報告会（１月１６日） 

    各校で行った、実践の報告を行った。研究テーマである「主体的・対話的で深い学び」に沿った

内容で、グループ活動や教材、ワークシートの工夫等についての報告があった。 

クループ活動では、各校のＩＣＴを活用した授業や鑑賞指導の工夫が共有された。ロイロノート

を活用し、歌唱の工夫を録音・共有する実践や、作曲者や時代背景を整理した鑑賞指導が紹介され

た。能「敦盛」のプレゼンや「アイーダ」の発表活動、支援を必要とする生徒も参加できる器楽指

導の工夫も議論された。「考える時間」を設け、生徒が主体的に学ぶ授業が評価され、多くの意見

交換が行われた。今後も授業の質向上に向けた実践を継続していく。 

 

 (2) 成果と課題 

  ①成果 

本研究では、音楽科における「主体的・対話的で深い学び」を追求し、特に協働活動の充実を図っ

た。合唱コンクールに関しては、計画や運営方法、評価基準の工夫が議論され、審査員間のズレを減

らす方法や観客アンケートの活用など、具体的な改善策が共有された。また、ＩＣＴを活用した指導

では、ロイロノートを用いた歌唱指導や作曲者の背景を整理する鑑賞指導が紹介され、効果的な学

びの形が提示された。伝統音楽の授業では、「越天楽」を題材に、日本の音楽文化への理解を深める

取り組みが行われた。さらに、支援を必要とする生徒も参加できる器楽指導の工夫や、グループ活動

を通じた学びの深化が評価された。今後の授業の質向上に向けた基盤が築かれたことが大きな成果

である。 

②課題 

本研究を通じて、合唱コンクールの評価基準の統一と柔軟性の両立が課題として挙げられた。各

校の特色を活かしながら、公平な審査を実現する方法のさらなる検討が必要である。また、ＩＣＴの

活用については、学校間で設備や活用度に差があり、すべての学校で効果的に実践するための環境

整備が求められる。伝統音楽の授業では、生徒の興味喚起にばらつきが見られ、より魅力的な教材や

活動の工夫が必要である。さらに、支援を必要とする生徒への指導方法について、具体的な実践例の

蓄積が求められる。グループ活動を活用した主体的な学びの促進は一定の成果を上げたが、生徒の

思考をより深めるための指導法の工夫が課題として残る。今後、これらの課題に対応しながら、継続

的な実践と研究を進めていく必要がある。 

 

４ 実践事例 

 (1) 授業の概要 

本研究では、中学校 1 年生を対象に、日本の伝統音楽「雅楽」の平調「越天楽」を通じて、日本の

伝統音楽の魅力や背景を学ぶ授業構想を提案している。具体的には、雅楽の音楽的特徴や歴史的背

景を理解し、楽器の音色や旋律を聴き取ることで、音楽の特質や雰囲気を感じ取ることを目指す。生

徒が主体的・協働的に学習活動に取り組み、伝統音楽に親しむことができるような授業を計画して

いる。 

指導のポイント 

・興味関心の喚起 

「紫式部も聴いていたかもしれない」といった歴史的背景を示し、親しみを持たせる。まずは自

由に感想を述べさせ、雅楽への先入観を引き出す。 

・楽器と音楽の特性理解 

音楽の構造を「音色」「旋律」の視点で整理し、楽器の役割を明確にする。タブレットで繰り返

し音を聴かせることで、個々の楽器の音色を確実に識別できるようにする。 

・主体的な学習の促進 

ワークシートを活用し、個々の気づきを整理。友達との意見交換を促し、自分の考えを深められ

るようにする。「なぜ日本らしく感じるのか」という問いを投げかけ、音楽的な要素と文化的背景

を結びつける力を育成する。 

 

 

 



 (2) 学習構想案 （生徒の実態は省略） 



 


